
小学校で土について学ぶ

埼玉県立川の博物館
森圭子



自己紹介

小・中・高時の関心：生きものたちのつながり→生態学

大学：生態学を専攻

大学院：土壌学（森林を土からみるか、生態学からみるか）

国立科学博物館で研究生 自然の成り立ち、自然史への興味

2009年～：埼玉県立川の博物館に勤務

 ・川と地形と土壌
 ・企画展・イベント
 ・学校（主に小学校）の出前授業

小学校における土壌教育の実践

2021年～：日本土壌肥料学会土壌教育委員会委員長



学習指導要領（生活科、理科）で「土」に関わる内容
学習指導要領　生活科と理科　内容の構成

1
/
2

生活科
（抜粋）

生命と環境の関わり 地球内部と地表面の変動 地球と天体の運動

3

4

人の体のつくりと
運動
・骨と筋肉
・骨と筋肉の働き

人の体のつくりと運
動
・骨と筋肉
・骨と筋肉の働き

月と星
・月の形と位置の変化
・星の明るさ、色
・星の位置の変化

5

植物の発芽、
成長、結実
・種子の中の
 養分
・発芽の条件
・成長の条件
・受粉、結実

動物の誕生
・卵の中の成長
・母体内の成長

6

人の体のつくりと
働き
・呼吸
・消化・吸収
・血液循環
・主な臓器の存在

植物の養分と水
の通り道
・でんぷんの
 でき方
・水の通り道

生物と環境
・生物と水、空気との関わり
・食べ物による生物の関係
（水中の小さな生物を含む）
・人と環境

月と太陽
・月の位置や形と太陽の
 位置

土地のつくりと変化
・土地の構成物と地層の広がり
（化石 を含む）
・地層のでき方
・火山の噴火や地震による土地
の変化

太陽と地面の様子
・日陰の位置と太陽の位置の変化
・地面の暖かさや湿り気の違い

季節と生物
　・動物の活動と季節
　・植物の成長と季節

雨水の行方と地面の様子
・地面の傾きによる水の流れ

・土の粒の大きさと
  水のしみ込み方

天気の様子
・天気による１日の気温の
変化
・水の自然蒸発と結露

流れる水の働きと土地の変化
・流れる水の働き
・川の上流・下流と川原の石
・雨の降り方と増水

天気の変化
・雲と天気の変化
・天気の変化の予想

学年

小
学
校

身近な自然を観察したり、季節や地域の行事に関わったりするなどの活動を通して、それらの違いや特徴を見つけることができ、自然の様子や四季の変化、季節によって生
活の様子が変わることに気付くとともに、それらを取り入れ自分の生活を楽しくしようとする。
身近な自然を利用したり、身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して、遊びや遊びに使う物を工夫してつくることができ、その面白さや自然の不思議さに気付くとと
もに、みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとする。
動物を飼ったり植物を育てたりする活動を通して、それらの育つ場所、変化や成長の様子に関心をもって働きかけることができ、それらは生命をもっていることや成長し
ていることに気付くとともに、生き物への親しみをもち、大切にしようとする。

理科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生命 地球

生物の構造と機能 生命の連続性 地球と大気の水循環

身の回りの生物
・身のまわりの生物と環境の関わり
・昆虫の成長と体のつくり
・植物の成長と体のつくり

土について学び、土の健康を守ることは大切。では土を学ぶ機会は…



土

身近な
自然の観察
（１・２）

身の周りの
生物と環境
（３）

植物の成長の
条件（５）

植物の養分と
水の通り道
（６）

食べ物による
生物の関係
（６）

人と環境
（６）

土の粒の大
きさと水の
しみ込み方
（４）

流れる水の
はたらき
（５）

土地のつく
りと変化
（６）

団粒構造

岩石・火山灰の風化
砂・シルト・粘土
＋有機物

土のなりたち
土地

生きものの
すみか

有機物の
分解

養分保持・
植物を支える・
食料生産 炭素貯留・

大気の恒常性維持

水分保持・
水循環
水質維持

土と関係する
学習内容



地球領域
実践例：4年生／土の粒の大きさと水の浸み込み方（2020～）

水たまりのある地面とない地面。
どうしてちがいがあるのかな？

今日の大事なお話①

今日の大事なお話②
どうしてしばらく雨が降らなくても
草や木はすぐには枯れないの？

⇒今日は、「土の粒の大きさ」を手掛かりに考えよう



みんなが思い浮かべる「地面」は
どんな地面？

５種類土：

砂利、砂場、グラウンド、畑、荒木田土

見た目、
手触りなどを
調べる



土の粒の大きさ比べ



①水をかけてから出始めるまでの時間をはかる

②出てきた水の量をはかる



結果（理想的）



水がでてくるまでの時間から
①土の粒が大きいほど、しみ込みは速い
畑は粒が小さい。でも雨がふっても水たまりは
できないし、水のしみ込みは速かった！

土には団粒ができていて、

水はけもよく、水を保つ力も大きい
⇒植物を支える

土に残った水の量から
②土の粒が小さいと、水もちがよい

もう一度土を観察！

石や砂だらけの河原

土の塊がある！



通常の授業（教科書に沿って）の後に、畑の土を観察・実験する
ことも効果的



実践例：5年生／流れる水のはたらき（2009～）

砂場で実験



上流域 (けずる)

・速い流れ
・大きくて角ばった石

教室でまとめのお話



高いところに色をつけてみると・・・。

川は流れる場所を変えます。
人の住む場所も川の流れと関係しています。

学校のまわりの地面の様子に注目



流れる水の３つのはたらき

けずる（侵食）
はこぶ（運搬）
つもらせる（堆積）
☆水は栄養や汚れも運ぶ

☆水は私たちの命のもと、生活のもと



実践例：6年生／土地のつくりと変化（2018～）

かわはく周辺の
大地のなりたち





砂岩泥岩がつみかさなった地層
＝海底だった証拠！



標本もみてみよう！



植物の発芽、成長、結実（５年生）

植物の育ち方について，発芽，成長及び結実の様子に着目して，それらに関わる条
件を制御しながら調べる活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導す
る。

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を身につけること。
（ァ）植物は、種子の中の養分を基にして発芽すること。
（ィ）植物の発芽には、水、空気及び温度が関係していること。
（ゥ）植物の成長には、日光や肥料などが関係していること。
（ェ）花にはおしべやめしべなどがあり、花粉がめしべの先に付くとめしべのもとが

実になり、実の中に種子ができること。

イ 植物の育ち方について追及する中で、植物の発芽、成長及び結実とそれらに関わ
る条件についての予想や仮説を基に、解決の方法を発想し、表現すること。

森など自然環境では
どうしてるの？？

生命領域
実践例：5年生／植物の成長（2025～）



世田谷区立城山小学校
における授業実践

自然の植物は肥料をもらっていない
のに、どこから栄養を取り入れてい
るのか、という視点をもたせる

成長の条件を考える時に・・・

発芽の条件



（育てる土台はバーミキュライトを使うので）
児童が「どうしたら土から養分だけ取るこ
とができるのか」という視点をもったら、
方法は教師が示す。

通称「土ココア」を
作成

水 土ココア



今後、他の学校でも実践して
もらうべく作成したチラシ

課題
畑の土を、どこで手にいれればよいか
養分という言葉の扱いをどうするか



土

身近な
自然の観察
（１・２）

身の周りの
生物と環境
（３）

植物の成長の
条件（５）

植物の養分と
水の通り道
（６）

食べ物による
生物の関係
（６）

人と環境
（６）

土の粒の大
きさと水の
しみ込み方
（４）

流れる水の
はたらき
（５）

土地のつく
りと変化
（６）

団粒構造

岩石・火山灰の風化
砂・シルト・粘土
＋有機物

土のなりたち
土地

生きものの
すみか

有機物の
分解

養分保持・
植物を支える・
食料生産 炭素貯留・

大気の恒常性維持

水分保持・
水循環
水質維持

社会科）
日本の地形と気候

わたしたちの生活と食料生産
わたしたちの生活と環境 など

土と関係する
学習内容

あるいは総合学習で…



総合学習の提案 土と仲良く（抜粋）浜口佳予先生より（あめつち自然農園、非常勤小学校教諭）





実践例を増やし、
土の大切さ、おもしろさを
先生や子供たちに
感じて、知ってもらえれば
学習指導要領が変わるかもしれないし、
世の中が変わるかもしれない

是非、もっと素直に！土にふれていきましょう！
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